
 
 
 
 
 

工業用水道事業会計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





工業用水道事業会計 

議案第１２号 

 

令和３年度釧路市工業用水道事業会計予算 

 

（総則） 

第１条 令和３年度釧路市工業用水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）給 水 事 業 所 数 ４か所 

（２）総 給 水 量 ３，１５４千㎥ 

（３）一 日 平 均 給 水 量 ８，６４１㎥ 

（４）主要な建設改良事業 

ア 遠方監視装置更新          １式 

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収      入 

第１款 工業用水道事業収益 ６８，２７１千円 

第１項 営  業  収  益 ６５，９１７千円 

第２項 営 業 外 収 益 ２，３５４千円 

支      出 

第１款 工業用水道事業費用 ６２，６２４千円 

第１項 営  業  費  用 ６０，３０７千円 

第２項 営 業 外 費 用 ２，３１７千円 

（資本的支出） 

第４条 資本的支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額３２，７３６千円は、当年度分資本的収支調整額２，７３４千円及び過年度分損益

勘定留保資金３０，００２千円で補塡するものとする。）。 

支      出 

第１款 資 本 的 支 出 ３２，７３６千円 

第１項 建 設 改 良 費 ３０，０７２千円 

第２項 企 業 債 償 還 金 ２，６６４千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、５０，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

（１）消費税及び地方消費税に不足が生じた場合 

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又は

それ以外の経費の金額をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならな
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い。 

（１）職 員 給 与 費 ９，７００千円 

 

  令和３年２月２６日提出 

釧路市長 蝦 名 大 也 
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収益的収入及び支出

収　　　入
（単位　千円）

1 負担金補助及び交付金

1 その他一般管理費

1
4

2

1

2

5

2
支　　　出

（単位　千円） 1

1 2 消費税及び地方消費税

1

1

その他維持管理費

2

その他維持管理費

3 1人

賞与引当金繰入額

法定福利費引当金繰入額

工 業 用 水 道 68,271
事 業 収 益

令 和 ３ 年 度 釧 路 市 工 業 用 水 道 事 業 会 計 予 算 実 施 計 画

款 項 目 予 定 額 備 考 款 項 目 予 定 額

営 業 収 益 65,917

給 水 収 益 65,917 工業用水道料金 65,917

4,218

備 考

1,225

営 業 外 収 益 2,354

受 取 利 息 1 預 金 利 息 1

減 価 償 却 費 28,023 建 物

機 械 及 び 装 置 16,637

水 利 権 550

893

構 築 物 9,943

長 期 前 受 金 2,353 国 庫 補 助 金 2,353

営 業 外 費 用 2,317

資 産 減 耗 費 437 固定資産除却費 437
戻 入

支 払 利 息 684 企 業 債 利 息 684
款 項 目 予 定 額 備 考

消 費 税 及 び 1,633 1,633
地 方 消 費 税事 業 費 用

営 業 費 用 60,307

原 水 費 13,376 修 繕 費

工 業 用 水 道 62,624

配 水 費 3,328 修 繕 費 1,100

委 託 料 2,063

1,089

動 力 費 5,858

委 託 料 6,352

77

696

165

総 係 費 15,143 給 料 4,783

手 当 2,518

法 定 福 利 費 1,570

133

工業用水道事業会計

　　　　 工業用水道
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資本的支出

支　　　出
（単位　千円）

1

1

1 取水井戸新設調査実施設計
業務委託

取水井戸設備更新工事

非常用発電機附帯工事

遠方監視装置更新工事

2

1

建 設 改 良 費 30,072

款 項 目 予 定 額 備 考

新 設 改 良 費 30,072 10,000

12,000

資 本 的 支 出 32,736

5,300

2,772

企業債償還金 2,664 企業債償還元金 2,664

企業債償還金 2,664
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（間接法により作成）

１ 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益

減価償却費

固定資産除却費

賞与引当金の増減額（△は減少）

法定福利費引当金の増減額（△は減少）

長期前受金戻入額

受取利息

支払利息

未収金の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

小計

利息の受取額

利息の支払額

業務活動によるキャッシュ・フロー

２ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出

投資活動によるキャッシュ・フロー

３ 財務活動によるキャッシュ・フロー

一時借入れによる収入

一時借入金の返済による支出

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

財務活動によるキャッシュ・フロー

４ 資金増加額

５ 資金期首残高

６ 資金期末残高

△ 2,353

△ 1

684

△ 22

△ 15

437

令 和 ３ 年 度 釧 路 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 計 算 書

(令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

（単位　千円）

2,913

28,023

3

1,661

30,647

31,330

1

△ 684

△ 27,338

△ 2,664

△ 27,338

50,000

△ 50,000

129,288

△ 2,664

645

128,643
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１　総　　　括

※(       )は短時間勤務職員及びパートタイム会計年度任用職員について外数で記載している。

※管理職手当には管理職員特別勤務手当を含む。

－ 3,247

比 較 － 0 0 － － － －

前 年 度 － 4 150 － － －

△ 33

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

本 年 度 － 4 150 － － － － 3,214

△ 17 △ 37 － －

区 分
教 員 特 別 手 当 特 殊 勤 務 手 当 超 過 勤 務 手 当 夜 勤 休 日 給

職 員 手 当
比 較 0 0 21 0

当 直 手 当 単 身 赴 任 手 当 退 職 給 付 費 合 計

等 の 内 訳 （千円） （千円） （千円） 

120 1,025 1,092 － －

本 年 度 200 120 557 120 1,008 1,055 － －

前 年 度 200 120 536

住 居 手 当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

通 勤 手 当

本 年 度

前 年 度

比 較

1

（－）

計

（千円） 

7,997

8,077

△ 80

（人） 

企 業 職 報 酬

（千円） 

－

－

－

区 分 特 別 職

（人） 

－

－

－

給 与 費 明 細 書

区 分
扶 養 手 当 児 童 手 当 管 理 職 手 当 寒 冷 地 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

職 員 数 給 与 費

給 料

（千円） 

4,783

4,830

△ 47

職 員 手 当 等

（千円） 

△ 33
（－）

0

1

（－）

3,214

3,247

合 計

（千円） 

9,700

9,875

△ 175△ 95

1,798

1,703

（千円） 

法 定 福 利 費
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　　ア　会計年度任用職員以外の職員

（千円） （千円） 

※(       )は短時間勤務職員について外数で記載している。

※管理職手当には管理職員特別勤務手当を含む。

　　イ　会計年度任用職員

（千円） 

※(       )はパートタイム会計年度任用職員について外数で記載している。

※管理職手当には管理職員特別勤務手当を含む。

前 年 度 － － － － － －

－

－ －

比 較 － － － － － － －

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

本 年 度 － － － － － － － －

－ － － －

区 分
教 員 特 別 手 当 特 殊 勤 務 手 当 超 過 勤 務 手 当 夜 勤 休 日 給

職 員 手 当
比 較 － － － －

当 直 手 当 単 身 赴 任 手 当 退 職 給 付 費 合 計
等 の 内 訳 （千円） （千円） （千円） 

前 年 度 － － － － － － － －

本 年 度 － － － － － － － －

勤 勉 手 当 通 勤 手 当 住 居 手 当
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

－

区 分
扶 養 手 当 児 童 手 当 管 理 職 手 当

前 年 度

比 較

寒 冷 地 手 当 期 末 手 当

（－）
－

－

給 料
（千円） （千円） 

職 員 手 当 等 計
（千円） 

法 定 福 利 費 合 計

－

区 分 特 別 職
（人） 

企 業 職
（人） 

報 酬
（千円） 

－本 年 度

－ △33比 較 － 0 0 － － －

前 年 度 － 4 150 － － － － 3,247

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

本 年 度 － 4 150 － － － － 3,214

△ 17 △ 37 － －

区 分
教 員 特 別 手 当 特 殊 勤 務 手 当 超 過 勤 務 手 当 夜 勤 休 日 給

職 員 手 当
比 較 0 0 21 0

当 直 手 当 単 身 赴 任 手 当 退 職 給 付 費 合 計
等 の 内 訳 （千円） （千円） （千円） 

前 年 度 200 120 536 120 1,025 1,092 － －

本 年 度 200 120 557 120 1,008 1,055 － －

通 勤 手 当 住 居 手 当
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円） 

区 分
扶 養 手 当 児 童 手 当 管 理 職 手 当 寒 冷 地 手 当 期 末 手 当 勤 勉 手 当

－

－
（－）

（－）
前 年 度

比 較

企 業 職

1

1

0

区 分

8,077

△ 80 △ 95

1,798

1,703

法 定 福 利 費

（千円） 

－

計
（千円） 

7,997

職 員 数
特 別 職

（人） 

－
（－）

（人） 

本 年 度

合 計

9,700

9,875

△ 175

給 与 費

－

－ △ 47

4,830

4,783

（千円） 
給 料 職 員 手 当 等

（千円） 

3,214

3,247

△ 33

報 酬

－

職 員 数 給 与 費

（千円） 

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
（－）

－
－

－

－
（－）

－
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２　報酬及び給料並びに職員手当等の増減額の明細

（千円） （千円） （千円）

平均昇給率 0.4 ％
.

３　給料及び職員手当等の状況
（１）　職 員 １ 人 当 た り 給 与 （２）　初　任　給

（３）　級 別 職 員 数 （級別の基準となる職務）

※(       )は短時間勤務職員について外数で記載している。

７ 級
（ － ） （ － ）

－ －

計
（ － ） （ － ）

1 100.0

５ 級
（ － ） （ － ）

令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 ３ 級
（ － ） （ － ）

７ 級 　－
1 100.0

現 在 ６ 級
（ － ） （ － ）

－ －

　－
－ －

４ 級
（ － ）

－ －

６ 級

　－
－ －

計
（ － ） （ － ）

 課長補佐
－ －

２ 級
（ － ） （ － ）

－ －

（ － ）

１ 級
（ － ） （ － ）

５ 級

　－
1 100.0

1 100.0

現 在 ６ 級
（ － ） （ － ）

－ －

７ 級
（ － ） （ － ）

４ 級

－

５ 級
（ － ） （ － ）

令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 ３ 級
（ － ） （ － ）

３ 級

１ 級
（ － ） （ － ）

１ 級

182,200
平 均 年 齢 （歳） 50歳2月

２ 級 　－
－ －

４ 級
（ － ）

　－
－ －

２ 級
（ － ） （ － ）

－ －

（ － ）
－

区 分
企 業 職

備 考 区 分 企 業 職級

令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 現 在 平 均 給 与 月 額 （円） 467,460

制 度 大 学 卒 （ 円 ）

職 員 数 （ 人 ） 構 成 比 （ ％ ）

182,200
平 均 年 齢 （歳） 51歳2月

平 均 給 料 月 額 （円） 383,900
国 の 高 校 卒 （ 円 ） 150,600

令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 現 在 平 均 給 与 月 額 （円） 469,060

大 学 卒 （円）

区 分 企 業 職 区 分 企 業 職

平 均 給 料 月 額 （円） 385,500
高 校 卒 （円） 150,600

△ 38

２　その他の増減分 5

職 員 手 当 等 △ 33

１　制度改正に伴う増減分 △ 38 期 末 手 当

報 酬 及 び
給 料

△ 47

１　給料表の改定に伴う増減分 －

２　昇給に伴う増加分 50

新 陳 代 謝 等 5

区 分 増 減 額 増 減 事 由 別 内 訳 説 明 備 考

３　その他の増減分 △ 97 新 陳 代 謝 等 △ 97
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　（４）　昇 給

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｂ）／（Ａ）

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｂ）／（Ａ）

　（５）　期 末 手 当 ・ 勤 勉 手 当

（月分）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ）

※(       )は再任用職員の標準的な支給率について記載している。

　（６）　定年退職及び早期退職に係る退職手当

　（７）　特 殊 勤 務 手 当

　釧路市企業職員の特殊勤務手当の支給に関する規程　　別表に掲げる手当

　（８）　そ の 他 の 手 当

借家に係る支給要件・支給額住 居 手 当 異 な る

通 勤 手 当 異 な る

代 表 的 な 特 殊 勤 務 手 当 の 名 称

区 分 国 の 制 度 と の 異 同 差 異 の 内 容

扶 養 手 当 同 じ

支 給 対 象 職 員 の 比 率 （％）
100.0

（ 令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 現 在 ）

支 給 対 象 職 員 １ 人 当 た り
333

平 均 支 給 月 額 （円）

給 料 総 額 に 対 す る 比 率 （％） 0.1

（ ２ ％ ～ ４ ５ ％ 加 算 ）

国 の 制 度 （ 支 給 率 等 ） 24.586875 33.27075 47.709 47.709
定 年 前 早 期 退 職 特 例 措 置

（ ２ ％ ～ ４ ５ ％ 加 算 ）

条 例 支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709
定 年 前 早 期 退 職 特 例 措 置

加 算 措 置 等

有
2.225 2.225 4.45

区 分 企 業 職 備 考

前 年 度
1.175 1.175 2.35

有

区 分
２ ０ 年 勤 続 の 者 ２ ５ 年 勤 続 の 者 ３ ５ 年 勤 続 の 者 最 高 限 度

2.250 2.200 4.45

国 の 制 度
1.175 1.175 2.35

そ の 他 の
備 考

（月分） （月分） （月分） （月分） 

備 考
６ 月 （月分） １ ２ 月 （月分）

本 年 度
1.175 1.175 2.35

有
2.225 2.225 4.45

比 率 （％） 100.0

区 分
支 給 期 別 支 給 率 支 給 率 計

職 制 上 の 段 階 、 職 務 の 級 等 に よ る 加 算 措 置

（人） －

７ 号 俸 ・ ８ 号 俸 （人） －

前
 

年
 

度

職 員 数 （人） 1

昇 給 に 係 る 職 員 数 （人） 1

１ 号 俸 ・ ２ 号 俸 （人） －

号 俸 数 別 内 訳
３ 号 俸 ・ ４ 号 俸 （人） 1

５ 号 俸 ・ ６ 号 俸

－

７ 号 俸 ・ ８ 号 俸 （人） －

比 率 （％） 100.0

備 考

本
 

年
 

度

職 員 数 （人） 1

昇 給 に 係 る 職 員 数 （人） 1

１ 号 俸 ・ ２ 号 俸 （人） －

区 分 企 業 職

号 俸 数 別 内 訳
３ 号 俸 ・ ４ 号 俸 （人） 1

５ 号 俸 ・ ６ 号 俸 （人）
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工業用水道事業会計

（単位　千円）

当年度未処分利益剰余金

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

令 和 ３ 年 度 釧 路 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

（令和４年３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産 繰 延 収 益

有 形 固 定 資 産 1,237,422 長 期 前 受 金 286,444

減 価 償 却 累 計 額 △ 821,824 415,598 収 益 化 累 計 額 △ 261,516

有形固定資産合計 415,598 繰 延 収 益 合 計 24,928
無 形 固 定 資 産 負 債 合 計 67,332

410,803

流 動 資 産 剰 余 金

水 利 権 1,100

電 話 加 入 権 125 資 本 の 部

無形固定資産合計 1,225

資 本 剰 余 金

未 収 金 5,598 その他資本剰余金

固 定 資 産 合 計 416,823 資 本 金

資 産 合 計 551,709

現 金 預 金 129,288

93

流 動 資 産 合 計 134,886 資 本 剰 余 金 合 計 93

利 益 剰 余 金

負 債 の 部 減 債 積 立 金 1,500

利 益 積 立 金 1,160

企 業 債 合 計 33,262 資 本 合 計 484,377

固 定 負 債 建 設 改 良 積 立 金 51,471

企 業 債 19,350

33,262 利 益 剰 余 金 合 計

33,262 負 債 資 本 合 計 551,709

73,481

剰 余 金 合 計 73,574

未 払 金 5,302

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

2,711

企 業 債 合 計 2,711

引 当 金

賞 与 引 当 金 696

法定福利費引当金 133

829

預 り 金 300

流 動 負 債 合 計 9,142

引 当 金 合 計
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（単位　千円）

総 係 費 14,963

令 和 ２ 年 度 釧 路 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 損 益 計 算 書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）

営 業 収 益

給 水 収 益 59,960 59,960

営 業 費 用

原 水 費 12,989

配 水 費 3,005

減 価 償 却 費 25,000

資 産 減 耗 費 2,232 58,189

営 業 利 益 1,771

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1

長 期 前 受 金 戻 入 3,796 3,797

営 業 外 費 用

支 払 利 息 731 731

当年度未処分利益剰余金 16,437

3,066

経 常 利 益 4,837

当 年 度 純 利 益 4,837

前年度繰越利益剰余金 11,600
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工業用水道事業会計

（単位　千円）

当年度未処分利益剰余金

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

令 和 ２ 年 度 釧 路 市 工 業 用 水 道 事 業 予 定 貸 借 対 照 表

（令和３年３月３１日）

資 産 の 部

固 定 資 産 繰 延 収 益

有 形 固 定 資 産 1,218,824 長 期 前 受 金 286,444

減 価 償 却 累 計 額 △ 802,654 416,170 収 益 化 累 計 額 △ 259,163

有形固定資産合計 416,170 繰 延 収 益 合 計 27,281
無 形 固 定 資 産 負 債 合 計 70,725

417,945 資 本 金

資 本 の 部

無形固定資産合計 1,775

水 利 権 1,650

電 話 加 入 権 125

固 定 資 産 合 計 410,803

93

現 金 預 金 128,643 資 本 剰 余 金

未 収 金 5,601 その他資本剰余金 93

流 動 資 産 合 計 134,244 資 本 剰 余 金 合 計

流 動 資 産 剰 余 金

資 産 合 計 552,189
利 益 剰 余 金

1,500

利 益 積 立 金 1,160

固 定 負 債 建 設 改 良 積 立 金 51,471

負 債 の 部 減 債 積 立 金

企 業 債 16,437

35,973 利 益 剰 余 金 合 計 70,568

70,661
企 業 債 合 計 35,973 資 本 合 計 481,464

剰 余 金 合 計

552,189

流 動 負 債

企 業 債

2,664

企 業 債 合 計 2,664

固 定 負 債 合 計 35,973 負 債 資 本 合 計

7,471

未 払 金 3,641

引 当 金

賞 与 引 当 金 718

法定福利費引当金 148

引 当 金 合 計 866

預 り 金 300

流 動 負 債 合 計
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注記

Ⅰ 重要な会計方針
１ 固定資産の減価償却の方法

(１) 有形固定資産
・減価償却の方法

定額法による。
・主な耐用年数

建物 18～50年
構築物 10～58年
機械及び装置 8～16年
車両運搬具 3年
工具、器具及び備品 10年

(２) 無形固定資産
・減価償却の方法

定額法による。
２ 引当金の計上方法

(１) 退職給付引当金
職員の退職手当は、一般会計がその全部を負担することとなっているため、退職給付

引当金は計上していない。
(２) 賞与引当金

職員の期末・勤勉手当の支給に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基
づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。

(３) 法定福利費引当金
職員の期末・勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当事業年度末におけ

る支出見込額に基づき、当事業年度の負担に属する額を計上している。
３ 消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっている。

Ⅱ その他
１ 賞与引当金、法定福利費引当金の取り崩し

当事業年度において、期末・勤勉手当を支給するため賞与引当金718千円を取り崩し、
これに係る法定福利費引当金148千円を取り崩す。
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